
 

 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.１６９ 

令和５年 

 
 
 

 

４月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人口 14,045 世帯数 6,893  

（令和５年 3 月 1 日現在） 

○着任者 
 

○離任者 
 

～令和５年４月からの体制～ 

所長 

長谷川 洋 

行政窓口担当 

小田 路子、橋本 慶子、小田 早苗 

地域担当 

岩本 康英、西尾 翔太、水田 佳代 

大歳まちづくり協議会 

勝井 勝治、稲子田 朝美、原 伸枝 

 

水田 佳代 
（採用） 

橋本 慶子 
（名田島地域交流センターから） 

児玉 清明（宮野地域交流センターへ） 
網屋 雅代（退職）    

大歳地域交流センター 

公式 Twitter アカウント 
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3 日(月) 燃やせないごみの日 

5 日(水) センター後援会・体育振興会 総会（18：15～） 

7 日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

11 日(火） 大歳小学校入学式 

12 日(水） 母子相談 

13 日(木) 金属・小型家電製品の日 

15 日(土) みんなのひろば（13：30～15：00） 

19 日(水) びん・缶の日 

21 日(金） パソコン相談（受付 10：00～10：30） 

 ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

24 日(月) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

27 日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

29 日(土) 大歳まちづくり協議会・自治会長会・大歳地区社協 総会 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

【大歳地区         の行事予定】 
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大歳のエトセトラ １１２ 

大歳の自治会名の由来を探る 
天保期に各村からの報告を集めて作られた「防長風土注進案」によると、大歳のもとを成した矢原村・黒川村・朝田

村の状況は以下の通りです。 

矢原村 村落を示す小名は以下の通りです。 小名 8 今井、上矢原、中矢原、下矢原、高畠、上湯田、下湯田、今

は平川に属す向矢原（富田原は椹野川を挟んだ平井村に属していたため、矢原の地名には含まれていません） 

家数 153 軒  小名平均戸数 19.1 軒 

黒川村 小名 14 黒川、岩富、勝井、坂東、和田、朝田、河内、阿仙原、三作り 

     （平野、吉野、恒富、福良、田屋嶋 平川に属す小名） 家数 174 軒  小名平均戸数 12.4 軒 

朝田村 小名 5  高井、法万寺、三作り、馬庭、和田  家数 89 軒  小名平均戸数 17.8 軒 

朝田村なのに、朝田なし。三作り、和田は黒川、朝田村の両方に分かれて名前を出す不思議。吉敷毛利領

などの給領＝朝田村、本藩領＝黒川村に分けたご都合主義の結果です。 

小名は村人が寄合をし、結（ゆい）を結んで、共同で田植えや稲刈りなども行う共同体でしたから、一般的に「村」

といえば、朝田や中矢原などの小名を指していました。 

だから、この伝統が「自治会」という形にも受け継がれ、自治会名の大半は、今もかつての小名を名乗っています。

（但し高畠は下湯田に、法万寺は高井に統合、阿仙原は無人化したため自治会がなくなったし、戦後団地などができる

と独立の自治会となったものも多い） 

ところが、10 軒～20 軒程度、多くても 30 軒そこそこの小名が大歳の人口の急増で様変わりをしました。上湯田下

250 軒、上矢原 470 軒、中矢原 850 軒、下矢原 370 軒、下湯田 460 軒、岩富 410 軒などという巨大な自治会に変身。

その他もかつてとは比べものにならない大きなものに変わりました。 

江戸時代からの変化が最も少ない馬庭を例にとってみると、馬庭では今も年間 5 度のお祭りが行われ、総出で参加。

また川を挟んで、5 軒と 6 軒にわけて農作業の相互の手伝いや葬式の手伝いなどを行っていました（現在は機械化と家

での葬儀がなくなり廃止）。こうした取り組みが日常的にできる単位が小名だったと考えられます。 

さて人口増の激しい矢原地区の自治会の状況をみると石州街道の北側に湯田（上湯田、下湯田）が、南側に矢原（上

矢原、中矢原、下矢原）と今井があります。小名の境界は田んぼの中の水路だったのですが、家が立ち並び始めると境

界線が、恣意の混じったきわめて出入りの多いものになってしまいました。その上、矢原では新しい道路や新町名がで

きたため、若宮町のように

町が 2 つの自治会に分かれ

てしまう例もうまれ、自治

会の範囲は実にわかりにく

いものになってしまいまし

た。いまさら、祭りや行事

を頻繁に行う昔の姿に戻る

ことは困難ですが、自治会

の範囲を町名にそって考え

るなど、検討が必要になっ

ていることは確かです。 

（大歳史談会、文責：武波義明）                   

 

 
大歳地区の航空写真（グーグルマップから転写） 

各自治会所在地は「まちづくりかわら版おおとし Vol.80」を参考にしてください 


